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高句麗平壌城の都市形態と設計
閔 徳植
韓国国史編纂委員会
序 論
高句麗の平壌城は、長寿王15年(427)に 国内城から大城 山城一帯に移った後を前期平壌城
と呼び、大城山城 と安鶴宮城がセ ットをなす二重構造になっており、この一帯で、計画設計 さ
れた都市が形成されていった。後期平壌城(長 安城)は 平原王28年(586)に 現在の平壌へ移っ
た以後を指称する。
ここでは、後期平壌城についての今までの研究成果を簡単に綜合 ・整理 しながら、特に、王
都の都市形態はどうだったか、また、これ らの都市の変遷過程が韓国の城郭発展にどのような
影響を与え、都市形態は近隣の国々とどのような類似点があったかを比較検討 してみたい。
1都 市 の 形 態
平壌城の北側は錦繍山の最高峰である最勝台と清流壁の絶壁 を挟んでおり、東 ・西 ・南には
大同江 と普通江が囲んでいる。平壌城の地勢が山と平野を挟んでいるので、外城から見 ると後
ろに山を挟んでいる平地城 と同じで、北側や西北側から見ると牡丹峰、万寿台、蒼光山、瑞気
山等を連結した山城である。平壌城は、北城、内城、中城、外城 として構成 された城壁の総周
囲がおよそ23㎞ 、城内の総面積が11,850,000㎡(お よそ12平 方㎞)に 到る珍 しく大規模な石
城で、三国時代の城郭中最大の規模;を誇ってお り、韓国の城郭全体の中でも高麗の都城である
開城城に次ぐ大きな城である。
北城は乙密台から最勝台を廻って清流壁や浮碧楼 を過ぎ、東暗門へ登って内城壁に連結 され
る。面積はおよそ25万 ㎡である。城 門は南門である転錦門 と北門である玄武門がある。 この
二つの城門は北城か ら南北へ抜ける大きな門である1。全体面積の2%を 占める北城は防禦的
な面では内城を背後から守っている。
内城は乙密台から西南へ七星門を過 ぎて万寿台の西側に到 り、また南へ向かって水口洞の西
側を通 り南山峠を過ぎる。ここで東へ曲って朱雀門を過ぎて大同江岸に到 り、また江岸 に沿っ
て北へ向かい大同門と長慶門を過 ぎて北城に連結される。面積はおよそ130万 ㎡である。
内城には東南側に大同門、北側に七星門が残ってお り、門址 としては西側に静海門、南側に
朱雀門、東側に長慶門と東暗門がある2。
関野貞は、既に王宮址として内城の朝鮮時代の監営があった地点を指摘 した。その後ろには
万寿台とい う小高い台地があり、南側には平地が広がり、監営建物では高句麗のものと見られ
1崔 羲林 、『高句麗平壤城』(科 學百科辭典 出版社)、1978、pp.83～84.
2崔 羲林 、前掲書 、pp.79～83.
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る礎石がいくつか利用されたとい う。また、彼は北城内の牧丹台近くの永明寺附近を別宮址 と
推定 した。永明寺内の1614年 に再建 された浮碧楼の礎石は全て高句麗代の礎石を使用 したも
のであり、周囲には高句麗末期の瓦片が広がって散 らばっていたとい う3。一方、蔡熙国は内
城の中央地帯に位置して地勢が高 く眺望がよい万寿台建物址を王宮址 と指摘 した4。 崔羲林も
万寿台南側傾斜面は凹んで日当たりがよい台地として、その地形 と地理的条件が宮殿を入れる
にはもっとも適合 した位置であると指摘 したことがある5。
1937年 には万寿台の上部で平安南道道庁庁舎の新築敷地を整地す る工事に際 して建物址が
検出され、発掘調査が行われた。この遺蹟の正確な地点は、万寿台の西北傾斜面の内城北壁裏
側である6。崔羲林はこの建物址が宮城の北側を守っていた兵士らの屯舎であろうと推定した7。
また、1935年 には平壌神社の前で進入路を改修 していたところ、東側傾斜地を切断す る際に、
建物の門址が確認 された8。崔羲林はその遺構 を宮殿後面に建てられた別宮の門と推定 した9。
このように、万寿台一帯は高句麗時代の王宮があった ところとして指摘 されているように、
内城は王城であり、特に、山地帯を利用 して城を造ったので、比較的高 くて展望がよい。 した
がって内城か らは外城と北城を全部見下ろすことができるが、他の城か らは内城を見通すこと
ができなくなっている。 ともかく全体面積の11%10を 占める内城内には宮殿 と官庁があったよ
うに思われる。
中城は万寿台の西麓から普通江に沿って西南へ走ってお り、大同橋か ら東へ蒼光山 ・安山を
横切って大同江に到る。面積はおよそ300万 ㎡である。正南門は正陽門であり、東南門は含毬
門、西門は普通門、東門は陸路門、北門は景昌門であった11。全体面積の25%を 占める12。
外城は中城南側の高句麗都市遺蹟を囲みつつ、大同江と普通江の岸を廻っている。面積はお
よそ730万 ㎡である13。南門は車避i門、酉門は多景門、北門は宣耀門、東門は古里門であり、
西南壁にも大道門、小通門、水徳門があった14。全体面積の62%を 占める外城は士庶 らの居住
3
4
5
6
7
8
9
10
関野貞、 「高句麗の平壤城及 び長安城 に就 いて」、『朝鮮の建築 と藝術』(岩 波書店)、1941、pp.365～367.
蔡熙國、 「平壤城(長 安城)の 築城過程 について」、『考古民俗』3、1965、p.24.
崔羲林、『高句麗 平壤城』、p.110,
小泉顯夫、 「平壤万壽臺及其 附近 の建築物址 」、『昭和十二年度:古蹟調査報告』(朝 鮮古蹟研究会)、1938、pp.73～77.
崔羲林、『高句麗 平壤城』、p。110.
小泉顯夫、 「平壤 万壽臺及其 附近 の建築物址 」、pp.78～79.
崔羲林、『高句麗 平壤城』、p.111.
渤 海 の上京城 は、宮城 面積987,000㎡ 、皇城 面積474,430㎡ 、合計1,461,430㎡ である。 これ は都城 全体面積 お よそ
1,562万 ㎡の9.4%に 該当する面積であ る(ジ ャンサ ン リョル、 「渤 海上京龍泉府 址に表現 され た都市計画方 法 とその高
句麗 的性格」、『朝鮮 考古研 究』2、1998、p.33)。11%は これ よ りは若干比率 が高 い方である。
11崔 羲林 、前掲 書、pp.78～79.
12中 城 の南壁 につ いて、 日本の学者 らは関野貞 の見解 に従って、高麗初 に積 んだ もの とみなす見解を持 っている(田
中俊 明、 「朝鮮 三国 の都城制 と東 アジア」、『古代 の 日本 と東ア ジア』、小学館 、1991、p.397)。 しか も崔羲林 は、中城
壁 を積 んだ形 式 と方 法が内城や外城壁 を積 んだ形式 と同 じで、城 石の形態、整え る手法、石材、城壁 の基礎 等に到 るま
で同 じである点、南 門である正 陽門と東 南門である含毬門を高句麗代の大路が通 る点、運河 と中城 とは関係 があ る点、
正 陽門址 で高句麗 の礎 石(直 径102c皿 、1930年 出土)が 出土 され た点等 を取 り上げて、外城 と同 じ時期 に積 んだ と考え
た(崔 羲林、『高句麗 平壤城』、p.27)。 こ うした点か ら見 ると朝鮮初 に府城 を積 んだ時 も城がかな り尨大 なので、外城
や 中城 は放置 して内城 のみ を修築 した例 か ら見て、高麗初 にも城 がかな り尨 大なので、外城 を放置 して南側 限界を中城
壁 として修築 した可能性が高い と思われ る。
13崔 羲林、 「高句麗 平壤城(長 安城)の 城壁 築造形式 と施設 物の配 置状態」、『考古民俗』3、1967、p20.
14崔 羲林、『高句麗 平壤城』、pp.73～76.
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地域として、商業 ・手工業をはじめとす る全ての生産活動もここで行われたと思われる。
結局、平壌城は朝鮮時代まで大いに活用 された軍事的な要塞として、典型的な韓国式山城で
あり、韓国の複廓式城郭の標本 と言えるだろう。防禦的な面で外城が崩れたら、中城、内城へ
と防禦線を移 し、最後に北城で戦闘ができるように、幾重にもわたって築造された。また、平
壌城は平地の外城から見ると平地城であり、北城の最高峰である、最勝台のある牡丹峰から見
ると、山城の形態を取っているので平山城 とも言える。いずれにせよ、平壌城は、宮城 と山城
が分離 された前期平壌城の二重構造を果敢 に脱皮 して、このように王城を山城 と複合 して軍事
的に要塞化 した点は、後に、隋と唐 との戦争を効果的に遂行することができるようにした高句
麗人らの先見の明と智慧 と言えるだろう。 これは、古くから公孫氏、魏、慕容氏等外民族 らと
戦いつつ成長 していった高句麗人 らの危機への対処能力が大きく影響したと思われる。
II都 市 の 形 成 過程
①築長安城(『 三国史記』巻19高 句麗本紀7陽 原王8年 条)
②移都長安城(『 三国史記』巻19高 句麗本紀7平 原王28年 条)
③己丑(酉 の誤)年 五(三 の誤)月 二十八 日始役西向十一里小兄相夫若イ牟利造作(刻 字城石1)
④己酉年[三]月二十一日自此下向東十二里物苟小兄俳須百頭作節矣(刻 字城石2)
⑤己丑(酉 の誤)年 三月二十一 日自此下向[十]二里内部百頭上位使余丈作節矣(刻 字城石3)
⑥丙戌二月中漢城下後部小兄文達節 自此西北行渉之(刻 字城石4)
⑦卦婁蓋切小兄加群 自此東廻上里四尺治(刻 字城石5)
⑧旧城底有石刻 日本城四十二年畢役(『 平壌続志』城池条)
まず、陽原王8年(552)に 長安城を築いたとい う記事が平壌城の築城過程で どうい う意味
を持っているかを知 りたい。 この簡略な記事のみをもってその性格を明らかにすることはかな
り難 しい。まず、この問題を究明するためには、たとえ後代の記録 とはいえ、比較的資料が残っ
ている朝鮮時代の都城であるソウル城郭の築城資料と比較する必要がある。即ち、朝鮮の都城
は城壁を築 く以前にまず国王が居住する宮闕の築造を始めた。 このような例を参考にすると高
句麗の新都建設にも宮闕の築造が先行 された と思われる。即ち、552年 の長安城の築造記事は、
国王が居住す る宮闕の築造を始めた時点を記録した資料だと思われ る。 このように、長安城の
築城を試図した目的は、漢江流域の喪失による当時の東北アジアの政勢変化による対備策であ
ると思われ る15。
内城の築造は刻字城石4と 刻字城石5が 参考になる。1913年 に内城東壁の玉流橋附近で出
土した刻字城石4に よれば、566年2月 に築いたとい う。刻字城石5は1964年 に崔羲林によっ
て内城西南の角の、平壌市中区域南門洞の静海門があったところから南側150mの 地点で発見
されたが、不幸にもそこには築城 と関連す る干支がない。このように、内城の築城工事は宮闕
15拙 稿、 「高句麗平壤城の築城過程に関す る研 究」、『國史館論叢』39(國 史編纂 委員會)、1992、pp.36～38,
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築造が始まって15年 ぶ りに完成 した16。一方、内城 が築造されて21年 ぶ りである平原王28年
(586)に はついにここへ都 邑を移すことになった。即、これが所謂後期平壌城である。これ
は581年 の隋の建国と突厥の分裂及び隋による突厥の撃破 ・服属等へ繋がる東北アジアの政勢
変化 と関連があると思われる。
外城の築城工事は、1766年 に発見された刻字城石1と1829年 に烏灘附近17で発見された刻字
城石2、 同じく1829年 に刻字城石2と 共に発見された刻字城石3が 参考になる。ここで乙酉
は平原王31年(589)と 推定されるため、ここへ移都する時には外城 を備えていなかったこと
を語っている。特に、刻字城石1の 第5行1・2番 目の字が始役であるため、刻字城石2・3
の干支も始役を表わ していると思われる。築城が完了した時期は593年 より前のことと思われ
る。築城には大同江 と普通江の氾濫か ら都城民を保護するとい う目的もあったが、それよりも
589年 に隋という統一帝国が登場 した結果 と思われる18。
北城は、1714年 に北城の城壁下で出土した石刻の、42年 ぶ りに工事が終わったとい う内容
を考慮すれば、始役の552年 から42年 経過 した嬰陽王4年(593)に 、北城の築城を最後に平
壌城の築城は終わったと思われる。一方、この時の北城の築城は修築工事ではなかったか と推
測 されている19。
皿 都 市 の 設 計
1.調 査内容
1)地 表調査
韓百謙(1550～1613)は 『久庵遺稿』の 『箕 田遺制説』で 「丁未(1607)秋 に私の弟であ
る柳川公が平安道観察使になったため、私も母を世話するために平壌に到着 し、初めて箕田遺
制をみた。阡陌が全て整然 と残ってお り、破壊 されていなかった20。…その土地を見るとその
田形畝法は、孟子が論 じた井字之制とは異なっていた。その中で含毬門と正陽門の間の区画が
もっとも明らかであった。その制度は全て田字の模様をなしてお り、田には4区 があ り、毎区
は全て70畝 であった。大路のうちは、横からみても4田8区 、縦か ら見てもやはり4田8区
で、4田 は4象 をかた どったものであり、8区 は8卦 をかたどったものである。8×8で64
区の正正方方で、その法象はまさに先天方図と類似 している。…およそ区の間は1畝 路、田の
問は3畝 路で、64区 を一つの区画 とした外の3面(東 、西、南)に は9畝 大路があり、この
16拙 稿、前掲論 文、pp.38～42;「 高句麗の平壤城刻 字城 石 に関す る研究 」、『韓:國上古史 學報』13、 韓國上古史學會 、
1993,pp.99^一101
17崔 羲林は出土地点 を外城津 附近城 壁 と考え(崔 羲林 、「平壤城 を造った年代 と規模」、『考古民俗』2、1967、pp30
～31)、 田中俊 明は閑似亭附近 と考 えた(田 中俊 明、 「高句麗 長安城城 壁石刻 の基礎 的研 究」、『史林 』68-4、1985、
pp.119^一122).
18拙 稿 、「高句麗平壤城の築城過程に関する研究」、pp.42～47.
19拙 稿 、前掲論文 、pp.47～48.
201590年 に尹斗 壽が平安道観察使に赴任 して編纂 した 『平壤志 』雑志に よれ ば、 その間内兼併 した り、阡 陌がほ とん
どな くなって、1585年 に庶尹金敏善 が修築 を した とい う。また、丁若鑰 の 『大東水經』 卷7泪 水條 によれ ば、乾隆年間
に平安道観 察使洪 趾海 が田沓 間にいる溝 が古 くなって破 壞 された ことを哀惜に思って、その經界を修築 した とあ り、近
者 にもある人 物が舊蹟 を調べ て、また修築 した とい う。 このよ うに、箕子が作った井 田と認識 されて来たのが、この遺
蹟 を保存す るのに、大 きな貢獻 を したと思 われ る。
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大路は二つの城門(正 陽門 ・含毬門)か ら詠帰亭の津に到った。これは往来する大道のようで、
ただ田の間の畝だけのために作 られたものではない。 しかも必ず16田64区 に区画 して区域を
つくったのは、限界のために作ったものである。ここから外の田界の道は、あるいは道にはい
りこんで耕作され、昔の道が無くなったところがあり、昔の痕跡を無 くしてしまった ら後人 ら
は設置 した本意を知 らないで、3畝 を基準にして訂正するはずで、二度 と大道 と中道の区分が
なくなるだろう」と言った。
『箕子志』(1879)巻4の 車天輅(1556～1615)の 賦にも 「含毬門を出て井田を探 したら、
今も遺跡が残ってお り、仁賢(箕 子)を 尊敬するよ うになった。」とある。また 『平壌続志』
古蹟条に引用された 『箕子志』によると、箕井の南側の9畝 路は東へは含毬門の外に到 り、9
畝路は今も直ちに東城に到るが、ここで十字大路をなして、若干遺蹟が無くなったとい う。
朴趾源(1737～1805)は 、『課農…小抄』の田制条で、「界田の頭には必ず望石を向かい合 う
ように立ててそれを四標にしたが、この地方の人たちはそれを法樹21とい う。大路の両側が紐
を当てて、削って出したようになっているのは畑の畝に倣ったもので、村の前面が全てまっす
ぐに直線をなしているのは道路に準 じているからである。まがきや門の問が全て整斉されてい
ないのは、前面に倣ったためであり、並んでいる街路樹の線が直線で少 しもゆがんでいないの
は、まがきに倣ったためである」といった。
また、1953年 に中央歴史博物館現地調査隊が実測 した資料によれば、外城の南門である車
避門(永 帰楼)を 通る南北大路の法樹の幅は13.8～13.91nで 、含毬門を通る南北大路の法樹の
幅は13.9～14mで あったとい う22。
2)発 掘調査
正式な発掘調査ではないが、1954年 に金策工業大学庁舎の基礎工事をしていたところ、道
路遺構が現れたため、中央歴史博物館現地調査隊が調査を実施 したとい う。この道路遺構が検
出された ところは、外城東門である古里門から西門である多景門を通る東西大路であった。道
路表面には20cm程 度の厚 さに河原石が敷かれ、道路の幅は12.6～12.8mで 、道路の両側には
およそ60～70cm幅 の黒い土層が伸びてお り、道路の横に掘 られた側溝の跡 と見られ、左右の
側溝まで合わせた幅はおよそ13.8～14mだ ったとい う23。また、戦後復旧建設時期に古里門と
多景門を連結する東西大路で現れた道路遺構は、北側の中城壁までの長さが695m～700mだ っ
た とい う24。
21『 平壤續 誌』古蹟條 と 『箕子志』(1879)卷2に よれば、昔か ら木 を立てて標木 にして法樹 と言 ったが、戦乱を過ぎ
た後 には標木 が殘 っていなかった。1691年(肅 宗17)に また 区画 を図って、石 を四つ の端 に立てて境界 に した とい う。
これ を 『大東地志』 では俗稱法數 ともい う。道路 を区画 した交叉 点の四っ の端 に立 てた法樹 は現在 中央歴史博物館 に2
点が所藏 されてい るが、 その一つの大 きさは高 さ80cm、 厚 さ28cmに 斷面 は四角形 である(崔 羲林、『高句麗平壤城』、
p.106)。 ジャ ンスンを法 樹 と呼ん でいるのは、法樹 の立ってい る姿がま るで ジャンスンの ように見 えたか らのよ うで
ある。
22崔 羲林、『高句麗 平壤城 』、p。104.
23崔 羲林、前掲書、p.104.
24崔 羲林、前掲書、p.105.
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2.都 市設計についての諸説
1)関 野貞
関野貞は、平地である平壌城外城の内に碁盤の模;様として残っていた縦横の道路が箕子の井
田遺址ではなく、高句麗都城の道路遺構であるとい うことを初めて明らかに した人である。道
路の四つ角に石を立てたのは、都城を設計する時に道路の幅を決定するためのもので、高句麗
がここに都邑を決めた時、道路の幅を定めて石標(法 樹)を 立てたものと推定され、石標のもっ
とも古いものは、後世のものとは考えられないとい う。
彼が調査した石標の間隔を高句麗尺(曲 尺の1尺1寸7分6厘 、お よそ0.35638m)で 計算
すれば大路は40尺 、小路は15尺 とな り、碁盤の目のように分けられた区域を調査 してみると
600尺(お よそ181.8m)に なり、両側の道路の幅を除外すればおおよそ500尺 になるとい う。
即ち、彼は1区 画(町)の 長 さは両側道路の幅を合 わせれば高句麗尺で600尺 になり、道路の
幅を除外すれば500尺(お よそ178.19m)に なるとし、こうした比率で都市が設計 されたもの
と考えた。これは田字形区画の一辺の長さを高句麗尺で500尺25か ら600尺 に修訂 したものであ
る。こうした分割は隋文帝の大興城 と同じであるため、こうした高句麗の都市設計は大興城の
都市設計を参考に したもの と判断 した26。即ち、彼は、唐の長安城になった隋の大興城にも、
縦横に大小の道路が区画されているので、後期平壌城 の都市設計は隋の都城を参考にして縦横
に道路を作ったものに間違いないとい う。
2)崔 羲林
崔羲林 は、金策工業大学庁舎 の基礎工事場で現れ た東西大路の幅が12.6～12.8mで 、道路 の
左右側 のお よそ60～70cm幅 の黒い土層 が側溝 の痕跡 に見 えるため、左右側 の溝 まで含 めた幅
は13.8～14mで あ り、1953年 に実測 した南北大 路に あった法樹 の幅 もお よそ13.8～13.9mで 、
含毬門か ら南北大路に通 じる法樹の幅 も13.9～14mで あ るため、9畝 路の幅が12.6～12.8mと
すれ ば、3畝 路は1/3の4.2m、1畝 路 は1/9の1.4mと な り27、高句麗尺 では9畝 大路は36尺 、3
畝路は12尺 、1畝 路は4尺 で設 計 され た とした28。
また、韓:百謙の 『箕田図』で 田の模様 は正方形で、東西 と南北の比例 はお よそ3:2に な り、
東 西 と南北 が10:7に 区画 された もの とみ るこ とが でき、一 区の実際の面積 は、 中城壁 か ら
南へ下 りてきて、東 西大路 があ る ところまで の距離 がお よそ695～700mで あるが、 この695
25和 田一郎 の 『朝鮮土地地税制度調査報告書』(1920)に 引用 された 関野貞 の研究 には、總督府技 師の實測によって各
道 路問の幅は東西9町 の平均が597.5尺(182.1m)、 南北7町 の平均 が595.5尺(181.5m)と い う數値 を得 た とあ り、
これは道路 を包含 した平均 と して高句麗尺 で計算すれ ば、道路 の幅 を包含 した道路 間の廣 さは500尺 にな るとい う。
(藤 田元奉、『尺度綜考』、1929、pp.251～252)。 即ち、測量か ら得 た數値 よ り3.3～3.9m短 い.
26関 野貞、 「高句麗 の平壤城及 び長安城 に就 いて」、pp。360～364.
27平 壤城 内城の建物門址 の門石 の上 にある車輪 の幅 は1.45m、 新 羅の報恩三年 山城 西門址の門石 の上面に ある車:輪の
幅 は1.66m(報 恩郡 、『三年 山城西 門址調査概 報』、1980、pp。33～35)、 新羅王京の道路上面 にある車輪の幅は0.9～1。
1m程 度 であった(金 聖範 、「新羅王京遺 蹟の一考察一皇龍 寺址東 南側 新羅王京一坊 を中心に一 」、『慶州 文化』6(慶
州文化 院)、2000、p.149)。 万一、1畝 路 の幅がこの ように1.4mだ とす ると、車 が通行で きない路 地であ り、3畝 路
以上の道路で も車の通行が可能であった ことである。
28崔 羲林、 『高句麗平壤城 』、pp.103～104.こ の道路の幅 は道路両 側の側溝i幅を除外 した數値で ある。 朝鮮 時代 には側
溝幅は道路幅に入れなかった とい う。(『旙溪隨録 』卷5續 篇 上道 路橋梁)
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～7001nの 内には4田8区 が あ り、3畝 路 が3個 、1畝 路が4個 入 っていて、 これ らの道路 の
幅 を全て合わせれ ば18.2mに な ると し、 中城壁 か ら都 市 区画 と しての 区が始 まる ところまで の
距離 をお よそ4.2m(3畝)と みれ ば、道 路 の総 幅 は22.4mに な る とい う。 こ うして1区 の南
北 の長 さはお よそ84m(695m-22.4m=672.6m、673m÷8=84m)であ り、1区 の東西 と
南北 の比 が10:7で 、区の東西 の幅 は120mに な り、 区の規模 は高句麗尺 で南 北240尺 、東西
お よそ340尺 にな るとい う。 これ を基準に して外城 中心部 の長 さを計算すれ ば東西お よそ4㎞ 、
南北お よそ2.1kmで 、外城の この部分に対す る計測数値 と一致 している とい う29。
3)リ ファソン
リフ ァソンは文献資料 を綜合 して、一つ の里 は4平 方分割 法に よって分 け られ た16個 の坊
(田)で あ り、1個 の坊 は2平 方分割法 によって分 け られ た4個 の小 さい 区で構 成 されてい る
とい う。 ところが こ うした里坊 の痕跡 は、1910年 までは63個 、1930年 までは44個 が残 って い
た と言 われ 、現在 中央測 地台で保管 してい る平壌 市街測 量図か ら見る と、1930年 に残 って い
た昔 の平川 里一帯 の坊 の1辺 の長 さは170m程 度で あ り、小 さい区の1辺 の長 さは85m程 度 で
あ り、1930年 代 に あった瑞気 山(解 放 山)南 側 の市街地 も大体 これ と似 た大 き さとい う。蒼
光 山西南側 の中城 壁か ら車避門までの距離 はお よそ2100mな ので、一里 の長 さは700m、 一坊
の長 さは175m、 小 さい 区の長 さは87.5m程 度で、坊 の1辺 の長 さはお よそ170m(485尺)、
里 の1辺 の長 さは680～700m(1942.8～2000尺)になる とい う。 このよ うに、後期平壌城外
城 の坊 は 田字模 様で4個 の小 さい 区で構成 され てお り、里 は16個(4×4)の 坊 、64個(田
字模様16個)の 小 さい区で構成 されてお り、里は全 て正方形 になっていて 、1辺(道 路側 間)
は高句麗 尺で2000尺 で あ り、坊1辺 の長 さは500尺 、小 さい区は250尺 だ とい う30。
また、彼 は、1区 の1辺 の長 さは、『課農小 抄』 によれ ば周尺で417尺(高 句麗尺238尺)、
『経世遺表』 の記録 によれ ば周尺 で418.3尺(高 句麗尺239尺)で 、大 きな差が ないだ けではな
く、全て の高句麗 尺で250尺 に近い数値 になる とい う。 また 『箕 田遺制説 』で は区の大 き さを
70畝 と言 ってい るが、 これは周尺で418.3尺(83.6n:1)、 高句麗 尺で239尺 とな り、 このよ うに
計算 され た区の大き さを基 準に して、その8倍 で ある里 の大 きさを計算すれば1910年 代 に残 っ
ていた里 の大 きさ と大体一致す るとい う。即 ち、道 路の幅等を考慮すれ ば里 と里、坊 と坊 、小
さい 区と小 さい区 の間 にある道路側 問の長 さは各 各高句麗尺 で2000尺 、500尺 、250尺 に復 元
され るとい う31。
一方、 『箕 田遺 制説 』で は、小 さい区間の小路 は1畝 、坊問の 中路 は3畝 、里問 の大路 は9
畝 の幅 にな ってい る とされ、1畝 路 は1.19m、3畝 路 は3.57m、9畝 路は10.72mに な り、 こ
の幅 は道 路 の両側 にあった側 溝の幅 を含 んでい ない とい う。 即 ち、大路40尺 幅 の道 路 を基 準
に し、『箕 田遺制 説』 の1畝 、3畝 、9畝 路 に比 例 して道路 の幅 を高句麗 尺でi換算すれ ば、小
29崔 羲林 、前掲書、pp.100～106,
30リ フ ァソン、 「高句麗平壤城外城内の里坊 の形態 と規模 、その展開について」、『歴史科學』1、1989、p.28.
31リ ファ ソン、「高句麗 平壤城外城 内の里坊の形態 と規模、 その展開について」、pp.27～32;『 朝鮮建築史(1)』(科 學
百科辭典 綜合 出版社)、1989、pp.29～30.
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路 は4.5尺 、 中路 は13.5尺 、大路 は40尺 にな る。 また 『課農 小抄』 では、小路6尺 、 中路6尺
×3=18尺 、大路6尺 ×9=54尺 と言 ったが、これ を周 尺で換算すれば小路0.2m×6=1.2m、
中路0.2m×18=3.6m、 大路0.2m×54=10.8mに な り、 「箕 田図」や 『箕子誌 』 の 「井 田図」
等 に見 える小路1畝 、中路3畝 、大路9畝 を、小 さい 区の長 さを83.5mに して計算すれ ば、1
畝は100平 方mで あるため、小 路幅は1.19mに な り、 これ を基準 に して3畝 、9畝 を計算すれ
ば 中路1.19m×3=3.57m、 大路1.19m×9=10.71mに な り、結局、周尺 で計算 した場合、畝
で計算 した場合 を問わず、道路の幅は全 て似 ているとい う。 しかもこれは実測値 とは差 があ り、
溝 の幅を道路の幅 に入れなか ったか らで ある とい う。 里 と里の間の大路兩側 には幅0.6～0.7m
の溝iがあ った ため、溝 の幅 を含めれ ば高句麗尺で大路40尺 、中路13。5尺、小路4.5尺 に なる。
この うち、大路は全 ての里 と里 との間にあったわけではな く、古里 門か ら多景 門を連結す る東
西大路 、含毬 門 と正 陽門を連結す る南北大路 、東西大路 か ら車避 門 との間にのみ存在 した とい
う32。
こ うした道路の幅 を考慮す れば、小 さい 区が分割 された長 さは高句麗尺で247尺、坊は494
尺 、里 は2002.5尺 にな る。即 ち、外城 の1個 里 は高句麗 尺で2000尺 ×2000尺 で、500尺 ×500
尺 の坊が16個 か らな り33、結局外城 内には6個 の里 とお よそ150個 の完全 な坊 があった とい う34。
4)ハ ンインホ ・リホ
ハンインホ ・リホは、 「箕田図」、 「井田図」、1910年 代の地形図と実測資料に基づいて復元
作業を実施 した。1里 は16個 の田(坊)、64個 の区で構成され、外城内は南北3個 里、東西4
個里で構成 されたとみなし、大路の区画から見ると含毬門と正陽門の間が1個 里、正陽門から
外城西壁まで3個 里、含毬門から外城東壁までは1個 坊 と完全なものにならないもう1つ の坊
があったと推定した。より具体的に調べてみると、含毬門(現 在のナラ路の始点附近)と 正陽
門(現 在の蒼光交差点附近)の 中心間距離はおよそ980m、 この区間の南北距離はおよそ700
mで 、』この区間に前述の崔羲林が復元 した東西120m、 南北84mの 東西長方形区画を展開すれ
ば実測値 と合 うとい う。即ち、1区 画を120m幅 で東西に展開した含毬門と正陽門区間の里坊
の計画全体は992.2mで 、実測値のおよそ980mと ほ とん ど一致するため、120×84mの 東西長
方形へ復元することが妥当だったと言い、「箕田図」のこの区間の図は正しいとい う35。
また、正陽門中心線から車避門の南北大路の中心線までの実際の距離は1050mで あり、こ
の区間では、1910年 代の地形図に表示 された1辺 が84mの 正方形里坊遺蹟の平面形態を基礎
に して、正方形里坊区画を展開することができ、東西に12個 の区画が配置 され、里坊を展開
した全体幅は1046.5mで 、この区間の実測値である1050mに ほとんど一致するとい う。また、
車避門南北大路の西北区間にもこうした正方形区画が展開されてお り、蒼光山南側の東西大路
32リ ファソン、前掲論文 、pp.30～31.
33リ ファソン、前掲論文、pp.27～32.
34リ ファソン、前掲論文、p.32.一 方、藤 田元春 は、後期平壤城 の区画は、関野貞 の報文 を引用 して高句麗尺5尺1歩
の300歩 の1里 を3分 した こととし、1邊 は5尺 の100歩 である500尺 とい う(藤 田元春、『尺度綜考』、p.252).
35ハ ンインホ ・リホ、 「平壤城外城内 の高句麗都市里坊 と関連 したい くつかの間題 」、『朝鮮考古研 究』1、1993、p.15.
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北側 区間では東西 に4個 区画、東西大路南側 区間では東西 に12個 区画 が配置 され た とい う36。
含毬 門か ら外城 東壁 までの実測値はお よそ200mで 、84×84mの 正方形 区画3個 が設置 され、
これ は 「箕 田図」や 「井 田図」 の里坊 の配置 図 と合 うとい う。即 ち、含毬 門東側 の区間は、正
陽門西側 の区間 と同 じ大き さの正方 形 区画 を配置 した といい 、含 毬 門東側 の 区間の全 体幅 は
266mで 、 この区間の実測値で あるお よそ260mに 近 い とい う。 この よ うに、 車避 門南北大路
か ら外城東壁 までの2304.7mと い う数値 は、 この区間 に対す る実測値で あるお よそ2300mと
ほ とん ど一致す る とい う37。
また、車避 門か ら北側 へ中城 南壁 までの距離 はお よそ2100mで あ り、 これ は 「箕 田図」や
「井 田図」 に描 かれた里坊 の数字のまま に展 開 された距離 と合い、 この区間は南北 に3個 の里、
12個 の坊 、24個 の 区が展開 され、84mの 大 き さで展 開 した2097.2mは 実測値 で あるお よそ
2100mと ほ とん ど同 じだ とい う。即 ち、城郭施設 の配置 と地形条件 に合 わせ て東 西120m(高
句麗尺340尺)、 南北84m(高 句麗尺240尺)の 長方形 と、1辺 の長 さが84mで ある正方形 と
で調和を とって 区画 された ものであ る。 また、彼は こ うした里坊制度が外城だ けではな く中城
にもあった と考 えた38。
彼 はまた、道路 の大路は14mで 、側溝 を除いた道路面 は12.6m(高 句麗尺36尺)で あ り、
道路 の計 画は3が 拡大 単位 に設定 された もので あるた め、中路は4.2m(12尺)、 小路は1.4m
(4尺)に な ると考えた39。
5)亀 田博
亀田博 は、20世 紀初の関野貞の調査は韓百謙が地表調査した17世 紀初 と大きくは異なって
いないことを取 り上げ、リファソンが利用 した朝鮮時代の文献資料も結局は近代まで残ってい
た区画を記録 したものと考え、1万 分の1「 平壌」(1916)、 『高句麗i時代之遺蹟』図版上冊付
図40に基づいて、平川里一帯の土地の区画 と八千代町周邊の市街道路を地図上で計測すれば区
画は北東側へおよそ8度 傾いてお り41、区画の東西幅は平均182n:1、南北長 さは平均181.5mの
正方形に近いとい う。また、含毬門から南側へ延びた9畝 路 と車避門から北側へ延びた9畝 路
の東西の間隔は約1820m(お よそ0.303mの1000歩)に なり、この間に10個 の田字形の区画
が羅列したため、道路を包含した田字形区画の一つの幅は平均182mに なるとい う。また、車
避 門から延びた9畝 路と正陽門か ら南へ延びた9畝 路の東西の幅は600歩(2里)に な り、
1820mに は道路を包含するから、道路分およそ68m(お よそ5×8+14×2=68)を 除けば、
およそ1752mで 、10区 画の大きさになるため、1区 画は1尺=お よそ0.292mに6尺1歩 の
36ハ ンイ ンホ ・リホ、前掲論文、pp.16～17.
37ハ ンイ ンホ ・リホ、前掲論文、p.17.
38ハ ンイ ンホ ・リホ、前掲論文、pp.17～18,
39ハ ンイ ンホ ・リホ、前掲論文、p.18.
40本 文 はな く、 あるのは図版のみで、 ここに5万 分の1「 平壤 附近高句麗遺蹟図」 と1万 分の1「 平壤城址及遺 存石
標図」が載 ってお り、參 考になる。特 に、後者 には石標 間の間隔等 が詳 しく記述 されてい る。
41百 濟 の泗批都城 内南 北道路 も北極星を測量の基準 に して真北へ設計 され たが、安鶴宮城 の東壁 と西壁 も東 側へ10。
傾いてお り、 このよ うに、後期平壤城 も真北へ設計 され た。
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100歩(600尺)と1尺=お よそ0.350mに5尺1歩 の100歩(500尺)の 方格 をな し、 これ には
道 路 の幅 が包含 され て い る とい う。 即 ち 、彼 は、1区 画 は1尺 がお よそ0.303m(東i魏 尺
0.30033723mの 影 響 を受 けて作 られ た尺 で あ る可能性 があ る)に6尺 を1歩 にす る100歩
(600尺)四 方 の方格 を成 し、また、1区 画 は十字路 によって4分 割 され、100歩 の区画は300
歩(1里)の 各辺 を3等 分 した もの であ り、道 路 は区画 を分 ける時 、設定 された もの と考 え
た42。
また、彼 は、 道路 の幅 を大 路(9畝 路)お よそ14m、 中路(3畝 路)お よそ5m、 小 路
(1畝 路)1m程 度 と考 えた43。
IV都 市 設 計 の 比較
1.王 城の位置
王都の都市設計で、まず考慮すべきことは王宮をどの位置に設置 したか という点である。ハ
ンインホが作成 した 厂安鶴宮附近高句麗平壌の里坊平面復元図」では、前期平壌城は、王宮 と
礼式のような行事のための広場区域をおよそ大城山城を包含 した全体都市の中央部に位置づけ
て復元 された44。
これは、国内城の宮殿遺址とみられる遺構が中央部から発見されたことと関連があるかも知
れない。なぜな ら、中国や 日本の場合も、前時期の都城設計の伝統を引き継ぎつつ、他方で未
備点を補完 しながら徐々に完成させていったからである。この他に、新羅王京でも、宮殿があっ
た月城が王京の中央に位置していた可能性が高い。 日本で最初に碁盤式条坊が設置されたとさ
れる藤i原京(694年)の 藤原宮(四 方2里)も ほぼ中央に位置している。
中国都城の都市建設に関す るプランは 『周礼』 冬官 考工記 匠人条の 「匠人営国 方九里
旁三門 国中九経九緯 経徐九軌 左朝右社 面朝後市 市朝一夫」に根拠をおいている。特に 前
朝後市(面 朝背市)、 左朝右社、中央宮闕、左右民廛の4つ の原則が重要視 された。中央宮闕
とは、宮城及び皇城(朝 廷)の ような宮闕が都城の中央に位置することである。即ち、宮闕の
北半部には宮城が、南半部には皇城が位置 している。宮闕の位置は 「中経之途」に該当し、清
の戴震の 『考工記図』巻下の王城図にもみられる。また 『欽定禮記義疏』 巻78禮 記図 巻1
朝市廛里条にも古人らが国都 を建設する時、井田法によって9つ に区画 し中央の1区 を王宮
にすると言っているが、それは 「中央を重くして、軽い勢力を押さえる」 という意味が内包さ
れていると指摘されていた。これについて、村田治郎は、宗教 ・社稷 ・前朝等の附属的な存在
は古くからの慣例に基づいたもので、『考工記』だけの特色ではない し、中央宮闕も中国古来
の思想や帝都建設における慣習ではなく、秦漢から北宋でも行われていなかったので、中国古
来の慣習はただ宮城を北におくものだと指摘した。実際に曹魏の鄰都北城、北魏の平城城 ・洛
42亀 田博、『日韓古代 宮都 の研 究』(學 生社)、2000、pp.160～167.
43亀 田博、前掲書、pp.160～162.
44渤 海 上京 城の宮城 と皇城 は、外城の住民居住地 帯 とは高 い城壁 で厳格 に隔離 され、ま るで外城 上に君臨す る形態 に
なってお り、後期平壤城 の内城 もこ うした性格が見 られ る。安鶴 宮城 にも大城 山城 を背後 に した防禦 的な 目的も見 える
が、や は り山麓 に位置 して住民地帯上で君臨 しようと した意 図があるだろ う。
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陽城、隋 ・唐の長安城の都市設計は日本の平城京や渤海の上京城の建設に影響を与えた とされ
ている。岸俊男は、中国都城の中で宮が北に接 していない都城 として北魏以前の洛陽城(内 城)、
東魏 ・北斉の鄭都南城、南朝の建康城等が挙げられると指摘 した。
高句麗前期平壌城の都市設計で宮城が占める位置についてはこれからもう少 し検討すべきで
あるが、宮殿の位置には、新羅王京や藤原京 と類似点があることに注 目する必要がある。後期
平壌城では宮殿があった内城が、北城 と中城の間に位置 している。この城は一時に築かれたも
のではなく時差をおいて増築されたので、その性格を画一的に述べることはできないが、宮殿
を北方に置き、南方に市街地を建設 した とみることができる。また、百済の泗批都城もやはり
宮城 と思われる阿尼城(内 城の意味、塀の構造 と推定)を 北方に置いて、南方に市街地を建設
した。 このように、北方に宮殿をおいて南方に都城民らが居住す る市街地を建設 したのは偶然
ではなく、中国南北朝時代以来の都城建設の伝統 と見ることができるだろ う。
2.分 割方法
前期平壌城 の安鶴宮城 の城壁 は、高句 麗尺 で1800尺(1里)の 大 き さに設 計 された ことが
確認 され てい る45。ハ ンイ ンホは、前期 平壌城 の都市設計 が400尺(高 句麗 尺)の 小 区画 が16
個合 わ された1600尺 の大 区画で な されてい た とい う。 即 ち、1600尺 の大 区画 を4分 割 した と
い うので ある46。また、後期平壌城 について、 リファソンは、500尺(高 句麗尺)の 小区画が16
個合 わ された2000尺 の大 区画 であった と考 えた。 即ち、2000尺 を4分 割 したわ けであ る。亀
田博 は、 前期平壌城 は1800尺(1尺 お よそ0.3111n)を4分 割 して小 区画 に分 け、小 区画 は
450尺 にな り、後期平壌城 は1800尺(1尺 お よそ0.303mで ある東魏 尺に似てい る尺)を3分
割 して1区 画が600尺 にな り、新羅 王京 は1800尺 を東 西で4分 割、南北 は4・5分 割 して各各4
50尺 と400尺 になる とい う47。また、平城 京 も大宝令小尺で1800尺(大 宝令大尺 は1500尺 、53
5m)を4分 割 して16個 の小 区画(大 宝令 小尺450尺 、坪)に 分 けてい る。上記 の見解 に従 え
ば、4分 割法は都 市設計 の地割 に広 く活 用 されている ことがわかる。
3.里 坊の名称
実際に高句麗平壌城で行政単位に里坊制が実施されたことについての記録は残っていない。
ただ、新羅の例を参考にして研究者らが名前をつけたに過ぎない。新羅王京の行政単位 として
は部、里、坊、巷があった。巷は最近明 らかになった単位である。即ち、月城垓字(周 濠)の
発掘調査では木製品類は木簡を含んで5～6種 、およそ30点 が出土 した。その中で木簡は月
城北側"タ"地 区の粘土層で出土し、保存処理中で報告書には収録されていないが48、この中
には7世 紀前半頃 と推定 される 「第八巷…」 と記す木簡がある49。この巷は里 ・坊の下位行政
45リ ファソン、「安鶴宮の跡復 元のためのい くつかの間題」、『歴 史科 學』1、1980、p.45.
46ハ ンイ ンホ、「安鶴宮附近の高句麗 首都都 市面貌に対する復元」、『朝鮮 考古研 究』2、1998、pp.16～20.
47亀 田博 、『日韓古代宮都 の研 究』、pp.178～180.
48文 化財研究所慶州 古蹟發掘調査團、『月城 垓字發掘調査報告書1』 、1990、pp.99～100.
49金 昌鎬 、「古新羅都城制問題」、『新羅文化祭學術發表會論文集』16(新 羅文化 宣揚會)、1995、pp.94～95.
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単位の名称ではないかと思われている50。これは王京内の最末端行政単位 としての百済泗批都
城の部巷制51とは違いがある。一方、前期平壌城では大区画を坊と呼んでいる反面、後期平壌
城では小区画を坊 と呼ぶ等、研究者らによって差違があり、混乱を招いている。北魏の洛陽城
と日本の平城京では四方1里(1800尺)を 坊 と規定 しているのに対 し、新羅では一般的に中
区画を坊とみなしている。高句麗平壌城の都市遺蹟でも、部の下に里坊があったと仮定すると、
高句麗の影響を受けた可能性が高いとい う新羅の例を参考にしてもいいだろう。
4.坊 墻
新羅王京の皇竜寺址東南のSIE1坊 には坊墻が設置 されており、墻は20～30cmの 大きさの
河原石 と割石を利用 し、80～140cm幅 で両面を合わせて整然 と積み、1～3段 程度のみ残っ
てお り、その間に20cm内 外の大きさの石を詰めている52。この坊墻は統一新羅中盤 に全面的
に改築が行われたものとい う53。また、東川洞7B/:L内都市遺蹟でも坊墻施設が確認 され、大部
分墻の基礎のみ残っており、築造方法は石を積んでほとんどの部分がかみあう工法を応用 し、
王京中心地である善徳女子商業高等学校校舎増築敷地で見られる垂直積み工法で作ったものと
は差があり、東川洞坊墻施設が時期的に遅いものに見 られ、墻の下幅はもっとも広い ところで
95cm程 度であったとい う54。一方、高句麗平壌城の都市遺蹟では報告 されたことがないため、
坊墻の状況を知ることができない。
5.道 路施設
前期平壌城では安鶴宮城の中で、南門から南側へ延びた南北大路とこれに交叉する東西大路
があ り、この十字路が基本道路であった。特に、南北大路は長安城、平城京、東京城の朱雀大
路を連想 させ る。後期平壌城の道路は側溝 を含めて大路およそ14m、 中路およそ5rn、 小路
およそ1.6m程 度であった。小路は田字形内に作った十字路の路地であり、前期平壌城 と新羅
王京にもみ られる。大路は里 と里の間にあったのではなく、古里門と多景門を連結する東西大
路、含毬門と正陽門を連結する南北大路、東西大路から車避門の問のみに存在 していて、中路
は坊路に該当する。このように、大路が城門側へ連結 されたことは通行量を考慮 した当然な設
計だと言える。百済泗批都城の南北大路は側溝を含 めた幅がおよそ10.751nで 、南北大路と交
叉 した東西小路の幅は3.9m、 建物間にある狭い南北小路の幅もおよそ4mで ある55。宮南池の
北側にある東西大路は、両側の側溝 を含めて約10mで 、軍守里地点の東西小路は側溝を含め
50亀 田博、『日韓古代宮都 の研究』、p.247.
51宮 南池 で出土 した木簡 の前面には 「西部後巷 …」 とい う銘文が あ り(國 立扶餘文化財研 究所、『宮南池』、1999、pp.
78～83)、 西 部の名稱 は 『日本書紀』齊明天王元年條 と6年 條 に も見 られ る。五部の配置で西側が下部 とすれ ば(田 中
俊 明、 「朝鮮 三国の都城制 と東 アジア」、p.410)、 西部 は下部の別 稱 と思われ る。 また、巷は南朝建康 の影響 とい う主
張 があって(田 中俊 明、前掲論文、p.411)、 注 目され る。 ともか くここで も部巷制 の有樣を確認す るこ とがで き、後
とい う名稱か ら見て、5部 名稱 と同 じく、巷に も上 ・前 ・中 ・下 ・後 とい う方 向が使用 された のか も知れ ない。
52慶 州文化財研究所、『年報』1、pp.10～11;『 年報』5、1994、p.18;『 年報』7、1996、p.17.
53金 聖範、 「新羅王京遺蹟 の一考察一皇龍寺址東南側新羅王京一坊 を中心に一 」、p.153.
54東 國大學校 慶州 キャンパス博物館 ・慶州大學校博物館、『慶州市東川洞7B/L内 都市遺 蹟發掘調査 結果報告書』、1999、
PP.9～10.
55忠 南大學校博物館 ・忠清 南道 、『扶餘官北里百濟遺蹟發掘報告(II)』、1999、pp.11～14.p.30.
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て5.3mほ どである。
新羅王京では、国立慶州博物館の展示及び収蔵庫建立予定敷地で確認された南北道路の幅は
23mに もなり、これ と交叉する東西道路の幅も15～16m56、SIE1区 画での坊路の幅はおよそ
小路5m内 外、中路10m内 外、大路151n以 上で57、東川洞7B/:L内 都市遺蹟の場合、坊路は6.5
m程 度、位置によっては7～8mに 近いところもあった58。また、月城外廓の石橋址北の南北
道路の幅は9mだ った59。このように、後期平壌城の路幅中1区 画(田 字形)の 間を通る中路
(3畝 路)の 幅は、新羅王京の坊路の幅 と似ているが、大路は新羅王京に比べて狭い。即ち、
全体的にみて新羅王京より道路の幅が狭い方で、こうした現状は百済の泗批都城も同じである。
これは後期平壌城と泗批都城は外城が囲んでいて、制限された範囲で都市設計を行ったからで
あると思われるが、これに反 して新羅王京はこうした制約から離れているため、比較的広い道
路施設を設けることができたようである。
また、前期平壌城では河原石で鋪装 された道路痕迹が現れ60、後期平壌城の道路でも20Cln程
度の厚 さの河原石が敷かれており、泗批都城の南北大路の路面も平たい板石破片等で敷かれ
た61。また新羅王京でも小 さい河原石を使っていて、これ らは互いに連関性があると思われる。
6.側 溝施設
後期平壌城外城の東西大路の左右側では、側溝形式の、およそ60～70c皿 幅の排水路が確認
された。百済泗批都城の南北大路でも、東の排水路の幅は75cm、 西の排水路の幅は110c皿で、
南北小路の排水路の幅は80cm内 外であり、特に、南北大路の排水路は本来木造であったもの
を石築へ改築した62。新羅王京の排水路は大体に幅1～1.5m、 深 さ60～70cm程 度で、石築式、
竪穴式、積石式に区別される63。泗批都城では木造か ら石築へ材料が変わったことを考えると、
竪穴式 と木築式が石築式より以前の形式 とみなすことができ、石築式はこれ らより発展 した形
態 と推測 される。
結 論
後期平壌城の特徴は、平野、山、江等地形的条件 をうまく選択 して都市立地にした点。外城
を整iえた都市に発展して、内城 ・外城等都市領域 をうまく分割 ・活用 した点。綿密な都市設計
に沿って、都市体制を整えた点。王城である内城 と一般庶民らの居住地域である外城 を一緒に
結合 したところが韓国都城史で画期的である点。後期平壌城の都城体制は高麗を始めとした64
56朴 方龍 、「皇龍 寺 と新羅 王京 の造成」、『新羅文化祭 學術論文集』22(新 羅文化 宣揚會)、2001、pp.50^一51.
57金 聖範 、「新羅王京 遺蹟の一考察一 皇龍 寺址東 南側 新羅王京一 坊を中心に一 」、pp.149～154.
58東:國 大 學校慶州 キャンパス博物館 ・慶州大學校博物館、『慶州 市東川洞7B/L内 都市遺蹟發据調査結果報告書』、p.7.
59申 昌秀 、「王京遺蹟発掘について」、『新羅文化祭學 術發表會論 文集 』16、1995、p.234.
60ハ ンイ ンホ ・リホ、 「安鶴 宮址附近の高句麗里坊について」、『朝鮮考古研究』4、1991、p.29.
61忠 南大 學校博物館 ・忠清南道 、『扶餘官北里百濟遺蹟發掘報 告(H)』 、pp.11～14.
62忠 南大 學校博物館 ・忠清南道 、前掲書 、pp.11～14.
63金 聖範 、 「新羅王京遺蹟の一考察一皇龍寺址東南側新羅王京一坊を 中心 に一」、pp,148～149.
64ジ ョン リョンチ ョル 、「高麗 の首都 開城城 に対す る研究(1)」 、『歴史科 學』2、1980、pp.17～23;「 高麗 の首都 開城
城 に対す る研究(2)」 、『歴史科學』3、1980、pp.24～29.
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韓国の都城体制に大きな影響を与えた点。都城 内運河の活用は、韓国では唯一の例 として、当
時東北アジアで中国と覇権を争った高句麗の面貌をよく見せてくれる点。防禦上外城は内城を
防禦するのに大きく活用され65、一般庶民を都城内に包含し、都城民が渾然一体となって都城
の防禦に大きな協力をすることができた点等をあげることができる。
後期平壌城の都市設計面から見ると、関野貞は、1区 画の長 さは兩側道路幅を包含すれば四
方600尺(高 句麗尺)と な り、道路の幅を除外すれば500尺 になるとし、崔羲林は南北240尺
(高句麗尺)、東西およそ340尺(高 句麗尺)に なるとし、 リファソンは2000尺(高 句麗尺)を
4分 割 して四方500尺 で区画されたものとみなした。また、ハンインホとリホは、城郭施設の
配置 と地形条件に合わせて1区 画が東西340尺(高 句麗尺)、南北240尺(高 句麗尺)の 長方形
と1辺 の長 さが240尺(高 句麗尺)の 正方形に調和をとって区画されたとみな し、亀田博は
1800尺(1尺 およそ0.303mで ある東魏尺と似ている尺)を3分 割 して1区 画が600尺 四方に
なったという。 とにかく、平壌城を始めとした三国時代の都市設計は研究者 らの研究結果がそ
れぞれ違 うため、その実状を把握することがかなり難 しいのが実情である。 これからより深い
研究が切実に要望 される分野 と言えるだろう。特に、地表調査や地形図 ・地籍図等に基づいた
研究には限界があるため、発掘調査を中心 とした広範囲な調査が必要である。また、新羅王京
を始めとして、唐の長安城、渤海の上京城、日本の平城京等で見られるように、坊は実際に地
形や位置によって規模;面で互いに差の出る場合があるために必ずしも同一ではないとい う点も
看過 してはならない。
一方、都市設計に里坊を適用 したのは、統治秩序に合わせて都市を規模のあるように建設す
るためであり、平壌城で5部 の下に里坊制が実施 された とい う資料はない。新羅の里坊制が高
句麗の影響を受けた可能性はす ぐには否定 しにくいので、強いて里坊とい う名称を使用 したけ
れば、新羅の例にしたがって、中区画を坊 とみな し、16個 の坊が合わされた大区画を里と呼
んではどうかと思われる。
65『 三國史記』卷20高 句麗本紀8嬰 陽王23年 條.
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高句麗平壌城の都市形態と設計
図1平 壌城平面図(東 潮 ・田中俊明)
図2平 壌城都市区画図(己 障1想 リファソン)
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図3平 壌城都市区画図(`Eo」Qハ ンインホ ・己isリ ボ)
図4平 壌城都市区画図(亀 田 博)
高句麗平壌城の都市形態と設計
【要旨】
平壌城(北 韓(北 朝鮮)国 宝遺跡第1号)は 、北側は錦繍山最高峰である牡丹峰と清流壁の絶壁に沿っ
てお り、東 ・西 ・南は、大同江と普通江が自然の堀を形成している。地勢が山と原に沿っているため、外
城から見れば、後ろに山を控えている平地城のようで、北側 もしくは西北側から見ると、牧丹峰、蒼光山、
瑞気山等を結んだ山城である。また、平壌城は、北城、内城、中城、外城により構成され、城壁の外側周
囲は約16㎞ で、城壁の総周囲は約23㎞ であり、城内の総面積は12kmで ある。 これは、三国時代の城郭中
最大の規模であり、韓国全体の城郭中でも高麗の都城である開城城に次ぐ大きな城である。築城に動員 さ
れた延べ人員だけでも約400万 名に達 したものと推算 している。
この中で、北城は、面積が約25㎡ で全体面積の2%を 占めてお り、窺峰を避ける韓国式山城の特徴から
見て、北城は、平壌城内で最初に築造されたものと見てお り、内城の背後を塞いでいる。内城は、面積が
約130万 ㎡で全体面積の11%を 占めており、この場所か ら王宮 と関連するものとみられる建物址が発見さ
れた。中城は、面積が約300万 ㎡で全体面積の25%を 占めてお り、南壁の築造年代については、高句麗築
造説 と高麗初期築造説がある。外城は、高句麗の都市遺跡を覆い包みつつ、大同江 と普通江岸を巡ってい
る。面積は、約730万 ㎡で、全体面積の62%で あって、名門と庶民らの居住区域であり、約17万 名程度が
居住 していたものと推算 している。商業 ・手工業等の生産活動もこの場所で行われていたものとみられる。
一言で言って、平壌城は、朝鮮時代まで大きく活用されていた軍事的要塞であって、典型的な韓国式山
城であり、韓国の複廓式城郭の標本であるとみることができる。防御的な面においては、外城が崩れると、
中城、内城に防御線が移 り、最後に北城において戦闘を繰 り広げることができるように、幾重にも築造し
ている。593年 に完工した平壌城は、延べ人員約400万 名を動員して42年 とい う長期間にわたって心血を
注いで造った高句麗の最後の都城であり、都市の形成過程には、国際的な政勢変化が大きく作用する。
都市設計面からみると、関野貞は、中区画(田 字形)の 長さは、両側道路幅を含めると600尺(高 句麗
尺)と なり、道路の幅を除外すると500尺 となるとしていて、崔羲林は、小区画(口 字形)が 南北240尺
(高句麗尺)、 東西約340尺 となるとした。 リファソンは、2,000尺(高 句麗尺)を4分 割 して500尺 からな
る中区画が16個 合わさって2,000尺 の大区画となったとみてお り、ハンインホとリホは、城廓施設の配置
と地形条件に合 うように、小区画は東西340尺(高 句麗尺)、 南北240尺(高 句麗尺)の 長方形 と!辺 の長
さが240尺(高 句麗尺)の 正方形により調和するように区画されていたものとみてお り、亀田博は、1,800
尺(1尺 約0.303mの 東i魏尺 と類似の尺)を3分 割 して、中区画が600尺(高 句麗尺500尺)と なるとして
いる。いずれにしても、平壌城を始めとする三国時代の都城の都市計画は、研究者らの研究結果がこのよ
うに互いに異なるために、その実状を把握するのは非常に困難な実情である。
一方、都城の都市計画において、里坊を適用するのは、統治秩序に合 うように都市規模のあるように建
設するためであるが、平壌城において5部 の下に里坊制が実施されたという資料はない。ただし、新羅の
里坊制が高句麗の影響を受けた可能性を否定することは困難なため、あえて里坊とい う名称を使お うとす
るならば、新羅の例にしたがって中区画を坊とみて、16個 の坊が合わさった大区画を里 と呼んではどうだ
ろうかと思 う。一方、高句麗 と新羅の場合は、このように部の下に里坊が設置されたものであるため、中国
の里坊制 とは異な り、坊の規模が相対的に小 さかったであろうとい うことには、ある程度納得できる。
平壌城は、韓国式城郭 と中国系碁盤式分割制が折衷された都市形態と規定 してみることができようが、
中国系碁盤式分割制は、前期平壌城と隋 ・唐の長安城を参考にした可能性を考えてみることができる。
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